
生物多様性の保全と持続可能な利用に向けて
JATAなど参画4団体の取組みを紹介

　2011年から2020年までの10年間は、国連の定めた「国連生物多様性の10年」です。2010年
10月に名古屋で開催された生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）で採択された生物多
様性の保全と持続可能な利用に関する新たな世界目標である「愛知目標」の達成に貢献するた
め、国際社会のあらゆるセクターが連携して生物多様性の問題に取り組むこととされています。
　2011年9月には、国、地方公共団体、事業者、国民、民間の団体など、国内のあらゆるセクターの
参画と連携を促し、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する取り組みを推進するため、「国
連生物多様性の10年日本委員会」（UNDB-J）が設立されました。JATAをはじめ、UNDB-Jの参
画31団体の中から4団体による生物多様性に関わる取り組みの報告を紹介します。

〈
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
〉

〝
責
任
あ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞を
推
進

　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
約
1
2
0
0
の
旅
行
会
社
を

会
員
に
、国
家
試
験「
総
合
旅
行
業
務
取
扱
主

任
者
」代
行
や
旅
行
会
社
の
研
修
、官
公
庁・関

係
機
関
へ
の
政
策
提
言
、海
外・国
内・訪
日
旅

行
の
需
要
喚
起・創
出
事
業
を
行
って
い
ま
す
。

新
興
国
を
中
心
に
国
際
交
流
人
口
が
10
億
人
超

（
2
0
3
0
年
は
18
億
人
超
※
）に
拡
大
し
、日

本
旅
行
市
場
の
相
対
的
低
下
の
中
、日
本
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、ア
ジ
ア
最
大
の
旅
行

イ
ベン
ト「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」を

実
施
、「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」に
加
え
文
化・歴
史
等

に
関
心
の
高
い
成
熟
旅
行
市
場「
日
本
人
ブ
ラ
ン

ド
」を
世
界
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
は
、2
0
0
1
年
に
富
士
山

バ
イ
オ
ト
イ
レ
設
置
、植
樹
活
動
、外
来
植
物

駆
除
活
動
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
推
進
を
展
開
。

2
0
1
4
年
9
月
の
国
連
世
界
観
光
機
関「
世

界
観
光
倫
理
憲
章
」署
名
を
機
に
当
憲
章
の
活

動
目
的「
経
済
的
発
展
や
平
和・繁
栄
に
寄
与
、

差
別
な
く
全
て
の
人
権
を
尊
重・遵
守
の
た
め
に

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興・発
展
」、い
わ
ゆ
る〝
責
任
あ

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞推
進
に
向
け『
旅
行
会
社
の
事
業

活
動
に
よ
る「
社
会
課
題
の
解
決
」（
C
S
V
活

動
）』と
し
て
環
境
省
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

を
活
用
し
た「
J
A
T
A
の
道
」プ
ロ
ジェク
ト
を

実
施
、道
標
整
備
や
地
元
と
の
交
流
等
観
光
振

興
に
よ
る
東
北
地
域
の
復
興
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
出
典　
世
界
観
光
機
関「
T
o
u
r
i
s
m 

T
o
w
a
r
d
s 

2
0
3
0
」、数
値
は〝
国
際

観
光
客
到
着
数
〞

〈
大
日
本
水
産
会
〉

地
球
温
暖
化
は
日
本
の
漁
業
に

も
影
響

　

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議

が
2
0
1
5
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で

パ
リ
で
開
催
さ
れ
、オ
ラ
ン
ド
大
統
領
は「
テ
ロ
と

の
戦
い
と
地
球
温
暖
化
と
の
戦
い
は
密
接
に
関

連
し
て
い
る
」と
演
説
し
ま
し
た
。T
V
番
組
サ

ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、地
球
温
暖
化
が
異
常

気
象
を
招
き
、2
0
0
3
年
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
や

2
0
0
6
〜
2
0
1
0
年
に
発
生
し
た
シ
リ
ア

で
の
大
干

ば
つ
で
、水

不
足
が
貧

困
層
の
拡

大
や
紛
争

に
発
展
し

た
と
解
説

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の

水
産
白
書

は
、「
海
洋

生
物
は
海
水
温
の
変
化
や
塩
分
の
変
化
に
敏
感

で
、水
温
が
1
度
変
化
す
る
と
生
息
場
所
を
変

え
る
性
質
が
あ
り
、仔
稚
魚
は
遊
泳
力
が
弱
い
為

に
こ
の
変
化
に
対
応
出
来
ず
死
滅
す
る
可
能
性

も
あ
る
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

近
年
、日
本
周
辺
海
域
の
水
温
上
昇
が
サ
ンマ

や
サ
ケ
、ブ
リ
漁
等
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

一方
で
生
物
多
様
性
の
認
知
度
が
低
下
し
て
い
る

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。持
続
的
漁
業
を
認
証

す
る
制
度
と
し
て
本
会
が
取
組
む
マ
リ
ン・エコ
ラ

ベ
ル・ジ
ャ
パ
ン（
M
E
L
ジ
ャ
パ
ン
）も
認
知
度
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

地
球
は
多
様
な
生
物
が
生
き
る
場
所
で
あ

り
、様
々
な
関
係
の
中
で
成
り
立
つ
集
合
体
で
す
。

M
E
L
ジ
ャ
パ
ン
は
、地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
洋

生
物
や
食
物
連
鎖
等
への
影
響
で
日
本
各
地
の
漁

業
が
被
害
に
遭って
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
、生
物

多
様
性
の一部
が
損
失
し
て
い
る
事
実
を
皆
さ
ま

に
知って
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環境省のみちのく潮風トレイルを活用したプロジェクトを実施

11月における現在と将来のサンマ漁場の変化（水産白書より）



　「生物多様性アクショ
ン大賞」は、UNDB-J主
催で、「たべよう」「ふれよ
う」「つたえよう」「まもろ
う」「えらぼう」という、生
物多様性との関わりを自
分の生活の中でとらえら
れるように日常の暮らし
の視点から設定された「MY行動宣言5つのアクション」を参
考に、全国各地で行われている生物多様性の保全や持続
可能な利用につながる団体・個人の取組みを募集・表彰
し、応援するものです。
　生物多様性という言葉には、ちょっと難しいイメージがあり
ますが、たとえば地産地消で旬の食材を使う食堂（たべよ
う）、海や川、山での自然体験（ふれよう）、美しい自然や生き
ものの姿を言葉や写真で表現（つたえよう）、地域に残る伝
統文化の保存（まもろう）、環境に配慮した商品開発（えらぼ
う）なども生物多様性の保全とつながる活動です。
　これまでの3回で約380団体の応募がありました。毎年夏
頃に応募を開始しています。
　ぜひ、あなたの活動も「生物多様性」とつないで応募して
みてください。
■生物多様性アクション大賞
　http://5actions.jp/award/
■いきものぐらし～生物多様性 5つのアクション
　http://5actions.jp/

生物多様性アクション大賞について
国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）事務局

〈
日
本
自
然
保
護
協
会
〉

生
物
多
様
性
保
全
を
加
速
す
る

た
め
に

　
日
本
自
然
保
護
協
会
は
、暮
ら
し
を
支
え
て
い

る
自
然
環
境
の
豊
か
さ
＝
生
物
多
様
性
を
調
べ
、

守
り
、未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、全
国
の
個
人
、団

体
、法
人
の
会
員
や
ご
寄
付
に
支
え
ら
れ
60
年
以

上
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
│
Ｊ
で
は
Ｉ
ｋ
ｉ・Ｔｏｍｏ
推
進
事
務

局
と
し
て
、推
薦
図
書「
生
物
多
様
性
の
本
箱
」

寄
贈
活
動
や
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
│
Ｊ
ウェブ
サ
イ
ト
、「
生

物
多
様
性.com

」な
ど
の
情
報
発
信
、生
物
多
様

性
条
約
締
約
国
会
議
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
の
企

画
運
営
を
通
じ
多
く
の
セ
ク
タ
ー
の
方
々
と
協
働

し
、日
本
の
生
物
多
様
性
保
全
活
動
を
世
界
に

伝
え
る
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
間
評
価
を
受
け
U
N
D
B
│
J
で
は
、「
地

域
づ
く
り
」「
消
費・産
業
活
動
」「
自
然
ふ
れ
あ

い
」の
3
軸
で
、生
物
多
様
性
の
主
流
化
を
進
め
て

い
ま
す
。当
会
は
、世
界
遺
産
や
ユ
ネ
ス
コエコパ
ー

ク
な
ど
の
国
際
的
な
保
護
地
域
制
度
も
活
用
し
、

貴
重
な
自
然
を
守
り
、守
った
自
然
を
活
か
し
地

域
が
活
性
化
す
る
モ
デ
ル
づ
く
り
を
行
って
い
ま

す
。併
せ
て
、自
然
観
察
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

「
自
然
観
察
指
導
員
」の
養
成
や
自
然
の
健
康

診
断「
自
然
し
ら
べ
」、全
国
2
0
0
カ
所
の
里
山

の
市
民
調
査「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
1
0
0
0

里
地
調
査
」な
ど
で
、自
然
の
守
り
手
を
育
成
し
、

「
自
然
の
ふ
れ
あ
い
」の
場
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
地
域
、セ
ク
タ
ー
の

方
々
と
と
も
に
生
物
多
様
性
保
全
を
加
速
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
自
然
公
園
財
団
〉

に
じ
ゅ
う
ま
る
活
動
へ
の
取
り
組

み
に
つい
て

　
に
じ
ゅ
う
ま
る
活
動
の
目
標
１
普
及
啓
発
に
お

い
て
、自
然
公
園
財
団
で
は
、「
自
然
ふ
れ
あ
い
活

動（
自
然
ガ
イ
ド
）」及
び「
野
生
動
物
写
真
コン

テ
ス
ト
〜
自
然
界
に
生
き
る
野
生
動
物
た
ち
〜
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
然
ふ
れ
あ
い
活
動
」は
、素
晴
ら
し
い
景

観
の
中
で
生
物
多
様
性
を
体
感
で
き
る
絶
好
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
国
立
公
園
を
舞
台
に
、当
財

団
が
維
持
管
理
に
携
わ
る
全
国
21
の
事
業
地
で
、

昆
虫
観
察
や
冬
の
森
散
策
な
ど
様
々
な
イ
ベン
ト

を
開
催
し
、独
自
の
自
然
ガ
イ
ド
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。毎
年
の
実
施
状
況
は
、全
国
ト
ー
タ

ル
で
約
1
5
0
0
回
／
年
、参
加
者
総
数
は
約

2
万
人
／
年
に
上
り
ま
す
。今
後
も
、各
活
動
の

質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、継
続
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
。自
然
の
中
に
お
け
る
野
生
の
生
き
も

の
た
ち
の
命
と
営
み
を
写
真
で
表
現
す
る「
野
生

動
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」に
よ
り
、自
然
を
尊
び
、

自
然
と
調
和
し
、自
然
に
親
し
む
思
想
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。C
O
P
1
0
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
平
成
20
年
度
よ
り
開
催
し
、今
年
度
で

9
年
目
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、全
国
各
地
、子

供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
方
々
の
参
加
に
よ
り
、

累
計
約
1
万
1
0
0
0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
事
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、生
物
多
様

性
の
価
値
が
広
く
理
解
さ
れ
、そ
れ
を
保
全
し
持

続
可
能
に
利
用
す
る
た
め
の
行
動
に
少
し
で
も

結
びつ
く
こ
と
を
願って
い
ま
す
。

1978 年から続く「自然観察指導員講習会」は、1泊 2
日の合宿で自然の見方を学ぶ（上）。自然しらべは、子ど
もから大人まで楽しみながら参加できる自然の健康診断

「自然ふれあい活動」では、
素晴らしい景観の中で生物
多様性を体感。

「野生動物写真コンテスト」
で自然に親しむ思想を普
及啓発


